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主論文 

A combination of subcuticular sutures  

and subcutaneous closed-suction drainage reduces  

the risk of incisional surgical site infection in loop ileostomy closure 

 

皮下埋没縫合および皮下閉鎖式陰圧ドレーン挿入による、 

回腸人工肛門閉鎖術後創部感染の減少効果について 
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論文審査の要旨 

 

ループ式回腸ストマ閉鎖術は、消化器外科においては比較的侵襲の小さい手術である

が、術後合併症の多い術式である。合併症の大半は創部感染症（Surgical site infection (SSI)）

である。これまで環状皮膚縫合や局所陰圧閉鎖療法など様々な対策が講じられてきたが、

満足できる成果は得られていなかった。 

本研究は、創部閉鎖方法に関して皮膚全層を結節縫合で閉鎖する従来法と、真皮埋没縫

合と皮下閉鎖式陰圧ドレナージを組み合わせた術式（以下、新法）とを比較した研究で

ある。後方視的検討であるが、2010 年を境に術式を従来法から新法に変更された。SSI

の発生頻度は、従来法の 75 例中 7 例（9.3％）から新法の 103 例中 1 例（0.9%）に有意

に低下した。創部感染に関わる因子を単変量および多変量解析で検討した結果、新法が

唯一の独立した予防因子として抽出された。この新法は簡便な方法であり、ストマ閉鎖

術にとどまらず他の術式にも応用可能であり、今後の消化器外科学の発展に寄与するこ

とが期待できる。 

公聴会では、両群の患者背景の差異、ストマ造設から閉鎖術までの期間と合併症発症と

の関連性、結腸ストマ閉鎖術への応用の可能性、閉鎖式陰圧ドレーンの陰圧が組織修復

に与える影響についての基礎的研究への発展に関して質問されたが、いずれも的確な考

察のもとに適切に回答され、学位研究の成果が認められた。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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